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生産から流通、加工、小売までの一貫したトレーサビリティシステムの実現
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東急ストアでの実証状況



平成１５年度実証事業の概要・成果・課題

１．実証内容

１）生産者が生産履歴をタイムリーに記録でき

技術者が管理できること

２）ロット単位での生産管理状況を情報開示で

きること

３）生産履歴と流通履歴情報を小売店舗で情

報開示できること

２．実証JA・品目・青果市場・量販店
１）JAそお鹿児島：ナス(2戸)・ピーマン(2戸)
２）横浜丸中青果(株)⇒栽培ネット⇒東急ストア



成果

１）市場からの遠距離産地である本県産地で

も生産・流通トータルのトレーサビリティの

実証ができた。

２）生産履歴のリアルタイム入力・診断・管理

ができた。

３）共販青果物用のトレーサビリティシステム

の構築ができた（ロット単位）。

４）店頭での品質評価が高く、公開情報につ

いてのお客様のアクセスも確認できた。



課題

１）生産・流通・情報公開の各段階で、インフラ

整備が必要で、面的な拡大は無理？

２）ＩＣカードによるロット管理・情報伝達では、

容量も小さく、個体管理に労力。完全な個

体管理はＩＣタグを活用したシステム整備

でしか不可能。

→本システムの積極的な面的な導入・普
及には時間を要すると判断。



その後の対応

１．生産履歴：生産履歴記帳の紙ベースでの徹
底と保存を全県で申し合わせ、問い合わせ時
の情報検索・提示で対応可能。

※特栽等認証品目は、生産履歴管理システム
「西郷りれきくん」で管理：生産者数３５００名

農薬・化学肥料使用実績チェック、代行入力

２．流通履歴：消費地や販売先からの強い要請
もない中で、とりあえず、様子見。

３．情報公開：ＱＲコードによる産地情報の発信

※産地・生産者・栽培基準・商品特性の紹介



ＱＲコードによる産地情報の発信

\\Lwcl249\園芸資材課共品　目 金山ネギ
生産者 木佐貫 学　カツ子

姶良郡栗野町北方

Ｊ　Ａ あいら　北部地域営農センター
担当者：汰木　昭二    TEL：0995-54-1778

ＪＡ鹿児島県経済連　通いコンテナセンター　TEL 099-210-2112　URL http://www.oidonkun.com/kayocon

※このコンテナカードは再利用しますので、売り場等での表示以外はコンテナとともに返却願います。
QRｺｰﾄﾞ

通 い

コ ン テ ナ

セ ン タ ー
はくさい

鹿児島県曽於郡大隅町月野

そお鹿児島

原田　浩郎・みどり

担当者：佐野　克幸　　TEL:0994-82-6833



新たな状況への対応
→ポジティブリスト制度施行への対応

１．面的に運用できる生産管理システムの導入

１）ＯＣＲによる自動読み取り･内容チェック･判定

２）営農支援のためのデータ蓄積と活用

３）毎月帳票回収・データ読み取り

２．個体管理手法の検討

１）最低限、段ボール・コンテナまでの個体管理

２）ただし、完全な個体管理はＩＣタグの普及必要



通い容器事業の概要と成果・課題



通いコンテナ貸出利用実績
１． 平成16年度実績（4月1日～17年3月末）
大コンテナ 中コンテナ 小コンテナ ラック 合計

１１，７１１ ４２，８０８ １０，４８８ ２４，６１５ ９６，４２２

0

5,000

10,000

15,000

20,000

ラック 3,875 400 0 0 0 0 1 ,000 5 ,900 6 ,600 6 ,840

小 20 1 ,110 280 1 ,601 550 20 470 100 1 ,030 841 2 ,046 2 ,420

中 4,002 1 ,371 2 ,323 1 ,852 1 ,410 2 ,330 2 ,600 2 ,600 2 ,600 7 ,864 8 ,035 6 ,021

大 310 250 320 1 ,010 1 ,505 505 2 ,412 2 ,780 3 ,429 2 ,270 2 ,790 930

4月 5月 6月 7月 ８月 ９月 １０月 11月 12月 1月 2月 3月



２．平成17年 １１月末コンテナ貸出利用実績

合計 大コンテナ 中コンテナ 小コンテナ ラック

Ｈ17年 92,278 20,280 34,218 23,669 14,111
Ｈ16年 35,806 9,092 18,288 4,151 4,275
対比 257.7％ 223.0％ 187.1％ 570.2％ 330.1％

8,587 18,288 4,151
4,275

20,280 34,218 23,669 14,111

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000

Ｈ17

Ｈ16

17年16年貸出し実績比較表（4月～11月末）



３．利用ＪＡと買参人数

12582

平成17年度平成16年度

２．量販店・仲卸・買参人の推移１．利用ＪＡ数の推移

平成16年度 平成17年度

ＪＡかごしま（ｱｸﾞﾘﾀｳﾝ小山田） ＪＡかごしま（ｱｸﾞﾘﾀｳﾝ小山田） ＪＡ鹿児島中央

ＪＡ谷山 ＪＡ谷山 ＪＡ伊佐

ＪＡいぶすき ＪＡいぶすき ＪＡくまげ

ＪＡ南さつま ＪＡ南さつま ＪＡ天城町

ＪＡさつま日置 ＪＡさつま日置 ＪＡ知名町

ＪＡさつま川内 ＪＡさつま川内 ＪＡ徳之島

ＪＡさつま ＪＡさつま ↑

ＪＡ鹿児島いずみ ＪＡ鹿児島いずみ 新規産地

鹿児島いずみ協同食品 鹿児島いずみ協同食品

ＪＡあいら ＪＡあいら

ＪＡそお鹿児島 ＪＡそお鹿児島

ＪＡ鹿児島きもつき ＪＡ鹿児島きもつき

ＪＡ肝付吾平町 ＪＡ肝付吾平町

鹿児島くみあい食品 鹿児島くみあい食品

14ＪＡ 20ＪＡ（新規6ＪＡ）



４．取扱い品目ベスト10（17年対比）
品目

１６年度
１１月末

１７年度
１１月末

伸び率 利用コンテナ

いちご 4,569 8,175 179%

94%

2007%

347%

#DIV/0!

290250%

95200%

83%

107%

412%

（中）コンテナ

こまつな 7,773 7,329 （中）コンテナ

早生温州みかん 362 7,264 （小）コンテナ

ゴーヤー 1,977 6,864 （小）コンテナ

えだまめ 0 6,458 （大）コンテナ

実えんどう 2 5,805 （大）コンテナ

きゅうり 6 5,712 （小）コンテナ

ミズナ 5,765 4,778 （中）コンテナ

チンゲンサイ 3,593 3,849 （中）コンテナ

だいこん 649 2,674 （中）コンテナ



５.主力取引先別利用実績（11月末比較）
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１６年度,  7,937
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11月末現在コンテナ回収率
平成１６年度１１月末

出荷数 返却数 返却率

(大） 3,597 3,313 92.1%

(中） 22,014 21,517 97.7%

（小） 3,267 3,079 94.2%

ラック 11,072 11,022 99.5%

合計 39,950 38,931 96.8% 98.9%175,311177,204合計

99.99%43,32443,330ラック

98.0%31,26031,909（小）

98.8%72,86873,769(中）

98.8%27,85928,196(大）

返却率返却数出荷数

平成１７年度１１月末



今後の利用拡大対策

１．白ねぎ利用促進

２．白菜利用促進

３．イチゴ利用促進

４．柑橘類利用促進



オタフクソースとの「白ねぎ」コラボレーション

通いコンテナ小を使ったオタフクソースとの販売促進



店舗でのコンテナ使用状況

• 軟弱野菜 • きゅうり

• 白ねぎ• ゴーヤ



ご静聴ありがとうございました。
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